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集送乳の合理化の推進について

集送乳の合理化については、従来から、「指定生乳生産者団体の広域化の推

進について」（平成１０年４月１６日付け１０畜Ａ第８８０号農林水産省畜産

局長通知。以下「広域化通知」という。）により、指定生乳生産者団体の広域

化等を通じて推進してきたところである。

しかしながら、指定生乳生産者団体の広域化が実現したにもかかわらず、集

送乳の合理化が十分に達成されていない状況にある。このような状況を踏まえ、

農林水産大臣が本年３月に策定した「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るため

の基本方針」（以下「基本方針」という。）においては、生乳流通の安定とコ

ストの低減を図るため、広域化した指定生乳生産者団体が主体となって、集送

乳の合理化を推進することとされ、そのための具体的な集送乳等経費の目標が

示されたところである。

集送乳の合理化は、生産者及びその団体の主体的な取組により実現すること

が基本であるが、農林水産省としても、基本方針を踏まえ、指定生乳生産者団

体の取組を支援し、集送乳の合理化を積極的に推進することとしたので、貴職

におかれては、下記事項に従い、指定生乳生産者団体の会員である農業協同組

合連合会等及びその会員である単位農協等（以下「会員等」という。）と連携

して集送乳の合理化に強力に取り組むとともに、会員等への周知・指導をお願

いする。

なお、集送乳の合理化に向けた指定生乳生産者団体の取組を支援するため、

独立行政法人農畜産業振興機構が支援対策を講ずることとしているので、その

積極的な活用を図られたい。



記

１ 集送乳の合理化のために実施すべき事項

集送乳の合理化を推進するため、指定生乳生産者団体は、以下の取組を着

実に実施すること。

（１）集送乳の実態の把握及び合理化の計画的な推進

① 集送乳の実態の把握

指定生乳生産者団体から生産者に至るまでに乳代から控除される経費、

集送乳の路線数、生乳検査の実施状況、域内の乳質自主基準に関する実態

等について、常時正確に把握すること。

② 集送乳の合理化に係る推進計画の作成

集送乳の合理化に係る推進計画（以下「推進計画」という。）を策定し、

集送乳の合理化を計画的に進めること。

推進計画には、集送乳等経費の削減目標を明確に示すとともに、区域内

における集送乳等経費のプール化及び情報公開の充実、乳質自主基準の統

一、生乳検査体制の広域化等について定めること。

（２）推進体制の整備

① 役割分担の明確化

以下の事項について、指定生乳生産者団体と会員等との間で認識を共有

した上で、指定生乳生産者団体と会員等の役割分担を明確にすること。

ア 指定生乳生産者団体は、会員等から受託した生乳について、一元的な

配乳権の下にその販売を行う組織であり、乳業者との生乳取引交渉、乳

代請求、販売実績数量の管理、域内生乳流通量の調整等のみならず、生

乳の流通に係る情報の集約化及びその一元管理体制の整備を通じ、これ

まで会員等が主体となって実施してきた集送乳路線の管理、施設の管理

・運営、個人別乳代精算データの管理等についても実施するものである

こと。

イ 会員等は、指定生乳生産者団体と連携し、生産者に対して、乳質管理

を始めとする生産及び経営技術面の指導を行う組織であること。

② 情報公開の推進

配乳権を指定生乳生産者団体に一元化すること等により、指定生乳生産



者団体が主体となった効率的な集送乳体制を確立するためには、その必要

性についての生産者の十分な理解が不可欠である。このため、生産者に対

し、指定生乳生産者団体の広域化の趣旨、集送乳の合理化がもたらすメリ

ット等を明確に示すとともに、会員別受託数量、用途別の販売実績数量、

販売価格、会員ごとの基本乳価、生産者に至るまでに控除される指定生乳

生産者団体、会員等の段階ごとの集送乳等経費の内訳等について情報を公

開すること。

③ 指定生乳生産者団体への需給情報の集約化等

日々の需給変動に応じた適切な配乳を実施するため、生乳の生産量、乳

質及び需要等需給状況に係る情報について、日ごとに迅速かつ効率的に集

約するとともに、その適切な管理を行う体制を整備すること。

④ 経費の一括控除等

生乳受託販売事業の指定生乳生産者団体への集約に伴い、会員等の施設

等の維持・運営経費、生乳運送経費等受託販売に必要な経費等について、

指定生乳生産者団体が乳代から一括して控除し、経費等を控除した乳代を

会員等その他の委託者に支払う仕組みとすること等について検討すること。

⑤ 会員等組織の再編整備

集送乳に係る間接経費を縮減するためには、会員等の組織の再編整備を

進めることが重要であり、特に酪農専門農協については、広域化通知第２

の２の（１）に規定する一県一酪農協体制を目指して組織再編・協業化を

進めることが必要である。そのため、全国を地区とする農業協同組合連合

会（以下「全国連」という。）と連携して、会員等に対し、組織の再編整

備の推進について必要な指導を行うこと。

（３）集送乳の合理化のための条件整備

① 集送乳等経費のプール化

集送乳等経費については、会員へ乳代を支払う上で基本となる乳価の地

域間格差の解消を図りつつ、会員ごとに個別に経費を精算するのではなく、

区域内でプール精算を実施すること。

② 乳質自主基準の統一等

指定生乳生産者団体の区域内における乳質自主基準を統一するとともに、



乳質に基づき生産者に支払う格差金も統一すること。

また、区域内で乳質の平準化を図るために、会員等に対して生産者に適

切な指導を行うよう周知徹底すること。

③ 広域的な生乳検査体制の構築

生乳検査効率の向上による検査コストの低減と、検査内容の充実や精度

の向上を図るため、区域内で一元的に検査を実施する広域的な生乳検査体

制を構築すること。

（４）集送乳の実施体制の見直し

① 運送契約の見直し

運送業者との運送契約については、指定生乳生産者団体による契約締結

の一元化、競争入札の導入等を推進するとともに、内容が硬直的なものと

ならないよう定期的に見直しを実施すること。

② 集乳車の大型化

一輸送当たりの乳量の増加による集送乳の合理化を図るため、区域内の

道路事情の変化等を踏まえ、集乳車の大型化を検討すること。

③ 集送乳路線の合理化と既存の貯乳施設の再編整備

生産者数の減少、交通事情の改善等情勢の変化を踏まえ、最も効率的な

集送乳路線の設定について、常に見直しを行うとともに、既存の貯乳施設

について、その容量、利用率、集送乳路線との位置関係等を踏まえ、統廃

合等の再編整備を検討すること。

（５）域外流通の合理化の推進

① 指定生乳生産者団体による域外送乳の一元化

域内の生産状況及び全国的な生乳需給状況を迅速かつ的確に把握し、効

率的な域外移送を実施するため、指定生乳生産者団体が一元的に域外送乳

を実施する体制を構築すること。

② 拠点的貯乳施設の整備等

一輸送当たり乳量の増加、輸送距離の短縮等によるコスト削減を図るた

め、域外送乳のための拠点的な貯乳施設の整備等を検討すること。



③ 全国連及び指定生乳生産者団体間の連携の強化

全国的な生乳需給情報を共有し、全国的な生乳需給の安定を図るため、

全国連及び他の指定生乳生産者団体との連携を強化し、地域間の生乳流通

の合理化に努めること。

２ 関係団体等との連携

指定生乳生産者団体は、集送乳の合理化を推進するに当たり、社団法人中

央酪農会議と密接かつ十分な連携を行うこと。また、指定生乳生産者団体及

び会員等は、集送乳の合理化を推進するに当たり、生乳検査体制の広域化等

都道府県内の関係団体との調整が必要な事項、都道府県単位で合理化を進め

る必要がある事項その他必要な事項について、都道府県と密接かつ十分な連

携を行うこと。

３ 進捗状況等の報告

指定生乳生産者団体は、農林水産省生産局畜産部牛乳乳製品課長が別に定

めるところにより、集送乳の実態、推進計画の内容、情報公開の状況とその

内容及び合理化の進捗状況等について、社団法人中央酪農会議を経由して農

林水産省に報告すること。


